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　今から考えれば大昔だが，30年ほど前にTransaction Agentの話を読んだ覚えがある．ユ

ーザがコマンドラインから入力する内容やシステムからの反応を分析・蓄積することで，入

力作業の支援がだんだんと賢くなってゆく，のだったと思う．分厚いマニュアルの割には

大したことはできなかったような気がする．いまや状況は一変して（進歩して？）いて，情

報収集エージェントや株ロボットの類が，身の回りのサイバースペースにうようよしている

時代となった．この各種のエージェントを「社会」の目で概観するのが今月号の特集「社会

に向き合うエージェントシステム」．石田亨，大沢英一，新谷虎松がエディタ．Webの進化，

オークションのメカニズムデザイン，ロボカップとロボカップレスキュー，ビデオゲームへ

の浸透，生命的エージェントによるインタフェース，ユビキタス社会とエージェント社会，

社会シミュレーションなどといった記事が並ぶ．最後の「パネル討論」に載っていたフロア

からの「知らないエージェント同士が自動的に協力し合うような社会はくるか」という質問

に対する応答内容がかなり現実的なものであったのが印象的．

　“これからの情報処理学会”シリーズの今月分は，教育への取り組みの重要性を力説して

いる「社会に存在感ある学会として─幅広い立場からの情報教育支援を─」（富田悦次）と，

情報技術の光と影を踏まえた学会像を説く「学会が社会にできること，社会が学会にできる

こと─多難な時代の情報処理学会のあり方」（村山優子）の2つ．両方とも「社会」がキーワ

ード．「日本情報学会」というネーミング提案（富田）が目を惹く．

　「人間の情報処理の理解とその応用に関する研究」（松山隆司，佐藤洋一）は“情報学を創

る─科研プロジェクトがめざしたもの”のシリーズ．人間と共生する情報システムの実現の

ために，ヒトを知る，人を観る，人を魅する，人と交わる，人と暮らす，ということをター

ゲットとした研究．力学系と情報系とを統合するハイブリッドな動的モデルの研究も面白そ

うだ．

　「SOAの中核技術としてのBPEL入門（2）」（丸山不二夫）は，“グリッドとSOAからみる

Webサービス標準技術”のシリーズ．BPEL解説の2回目．変数と呼ばれる構造の扱いとそ

れへの代入操作の説明．次回の制御構造でBPEL解説は終わるらしい．

　「自由ソフトウェア活動を続ける」（g新部裕）は“オープンソース事情”のシリーズではあ

るが，自由ソフトウェアとOSSの差を説き嘆いている内容が面白い．このシリーズは今回で

終了．まとめの言葉もある．

　「情報技術分野の標準のWebでの無償公開」（成田博和）は“標準化よもやま話”の1つだが，

規格（標準）の販売収入に固執する旧勢力との戦いの歴史．印刷物が馬鹿高いJIS規格を思

い出す．

　シリーズ“研究会千夜一夜”としては「コンピュータビジョンとイメージメディア（CVIM)
研究会」（八木康史，斎藤英雄，谷口倫一郎）で「21世紀CVIMは変わります」という活性化

企画が中心の記事．（Kuwm）
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